
別紙様式1

北海道森林管理局

総便益 総費用 分析 Ⅰ　必須事項 Ⅱ　優先配慮事項

都道府県 事業実施主体 事業名 （千円） （千円） 結果 1 2 3 4 5 1 有効性 2 効率性 3 事業の実施環境等

Ｂ Ｃ Ｂ／Ｃ (1) (2) (1) (1) (2) (3)

① ② ① ② ③ ④ ⑤

記載要領 チェックリスト判定基準（森林環境保全整備事業〔国有林〕）

１．治山事業、森林整備事業ごとに別様とする。 Ⅰ　必須事項

２．事業実施主体は、事業を実施する森林管理署等の名称を記載する。

３．事業名は、治山事業にあっては、「国有林治山事業実施要領」の第３に定める事業区分を記載する。

    森林整備事業にあっては、森林環境保全整備事業又は森林居住環境整備事業の別を記載する。

４．事業実施地区名は、運用第２の区分による。事業実施地区名には、ふりがなを付す。

５．総便益及び総費用は、千円未満四捨五入とし千円単位で記載する。

６．分析結果は，小数点以下第３位四捨五入とし小数点以下第２位まで記載する。

７．チェックリストの各項目は、各判定基準に基づき、必須事項については「○」又は「－」を、優先配慮事項に

ついては「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」又は「－」を記載する。

3.事業による効果が十分見込まれ
ること（効率性）

　Ｂ／Ｃ≧１．０であること。

4.管理経営の指針に適合している
こと

　地域管理経営計画及び国有林野施業実施計画に基づいてい
ること。

5.自然環境の保全、景観への配慮
が図られること

　整備内容ごとに、次の事項に該当すること。
・森林整備にあっては、機能区分ごとの管理経営の考え方に
即して、地形、地質等の自然条件に応じて適地適木、適期作
業が行われるとともに、必要に応じて景観に配慮した望まし
い施業が計画されていること。
・路網整備にあっては、土地の形質の変更を最小限に抑える
とともに、必要に応じて野生動植物との共存や景観に配慮し
た施設が計画されていること。また、早期緑化等の取り組
み、残土処理場の確保及び保全施設の計画がなされているこ
と。

評価の内容 判　　定　　基　　準

1.事業の必要性が明確であること
（必要性）

　地域内の森林資源、路網整備の現状及び森林施業の動向か
らみて、事業を実施する必要性が認められること。

2.技術的可能性が確実であること
  地域内の自然的条件、国有林の地域別の森林計画等に示す
指針及び林道規程等の基準、これまでの施業実績等に照らし
て、技術的に可能な計画となっていること。

A AA A A A A BBくしろねむろ 137,958,347 20,359,729 6.78 ○ ○ ○ ○ ○ A A

B A A

2 北海道 北海道局 釧路根室 森林環境保全整備 釧路根室森林計画区

B A A A A AA留萌森林計画区 るもい 25,438,882 3,019,426 8.43 ○ ○ ○ ○ ○ B

令和３年度　事前評価実施地区一覧表
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備考事業実施地区名

1 北海道 北海道局 留萌 森林環境保全整備
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